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1. 世界初: MOBOTIX 7 システムプラットフォーム　インテリジェントプラグインAPPコンセプト 

赤、緑、青。3つの基本色をミックスするだけで、スクリーン上にすべての色を作り出すことができます。MOBOTIX 7の
オープンビデオシステムプラットフォームも同様に無限です！　カメラに直接テーラーメイドのAppを入れることで、考
えうる全てのアプリケーションを表示することができます。フレキシブルで、無限、オープン。このハイエンドのテクノ
ロジーは、新しいモジュラーIoTカメラ M73に実装されています。これは、これまで以上により多くの可能性を開きま
す。インスピレーションを与え、ビデオ監視に革新をもたらします。 - ビデオ監視だけでなくより多くのアプリケーショ
ンが可能になります。 

システムプラットフォーム: MOBOTIX 7 インテリジェントなエッジビデオテクノロジーの新しいスタンダードを設定 
ネットワークベースのビデオテクノロジーは、ワールドワイドの標準として、アナログビデオテクノロジーにとって変わっ
てきています。いくつかのアジアの大量生産企業のアグレッシブで、単なる価格主導のマーケットは終わりました。セ
キュリティの不備（企業全体のネットワークに侵入するためのゲートウェイとしてハッキングされたカメラ）により、
世界的な - 時には巨大な - 被害が、再考の誘因となっています。ビデオシステムの全ての経済価値と利益は、現在、表舞
台に戻ってきました。 

競合における違いは、人工知能（AI）、ディープラーニング（DL）、サーバーセ
キュリティ、データ保護（GDPR）、ソリューション志向の製品と顧客満足のよう
なトピックが主なものとなっています。MOBOTIXは、MOBOTIX 7により、マーケッ
トに新たなカメラシステムのプラットフォームをもたらします。サイバーセキュリ
ティにおける安全性、長年開発をしてきている分散型アーキテクチャー（エッジテ
クノロジー）により、実践志向のディープラーニングの要件に、完全に適合してい
ます。 

新しいMOBOTIX 7 システムプラットフォームは、テクノロジーパートナーであるコニカミノルタとの緊密な協力の下で開
発され、MOBOTIXのAIベースのアプリケーション・ソリューション ”Beyond Human Vision”（人間の視覚を超えて） の要
となります。MOBOTIX 7プラットフォームを持つカメラのアプリケーションの最先端の解析方式は、ユーザーの処理効率
を上げ、新たなビジネスや売上のモデルを開拓するための一助となるでしょう。カメラのソフトウェア・アップデート
がある度に、ディープラーニングあるいはマシンラーニングをベースとした新しいアプリケーションや完全に新しい機
能が、次々に利用可能となり、日々の問題を予防し乗り越える助けとなるでしょう。 
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MOBOTIX 7プラットフォームで利用可能なアプリケーションコンセプトは、現在マーケットで利用可能なものを遥かに超
えています。例えば、経験豊かなMOBOTIXのパートナーまたはエンドユーザーは、カメラの1つのカスタムアプリケー
ションとして、独立した機能を持つ1つのアプリケーションをプログラムすることができます。それは、タブレットやス
マートフォンのようなモバイルデバイスのためのアプリケーションの開発のようなものです。自動プログラミングの代替
として、MOBOTIXのスペシャリストによりプログラムされたカスタムのアプリケーションを持つこともできます。
MOBOTIXのパートナーやエンドユーザーに多種多様なアイデアやニーズは、MOBOTIX 7プラットフォーム用の新たなアプ
リケーション・ソリューションの基礎となります。完全にオープンで、ダイナミック。ユーザーのニーズにピッタリ合い
ます。 

各々のアプリケーションの技術的なトップパフォーマンスは、特筆に値します。これは、MOBOTIX 7カメラのアプリが既
に画像作成チェーンに介入しているため、プログラマブルロジック（非同期アプリケーションテクノロジー）と同様に
非常に高いCPUおよびGPUのパフォーマンスとを含む、システムのパフォーマンス範囲全体を常に使用できるためです。 
- 時間のロス無くリアルタイムで。  

新しいMOBOTIX 7プラットフォームをベースとした最初の製品は、認定MOBOTIX アプリケーションの多くの選択が可能な
MOBOTIX M73ハイパフォーマンス IoT カメラです。シンプルなライセンスモデルをベースとして、これらのアプリケー
ションは、モジュラーやフレキシブルなエッジアプリケーションとして、各々のM73で直接使用できます。 - 恒久的な
ネットワーク接続がない状況でさえ(PoE+インジェクター/スイッチ経由での電源供給を除いて)、周知のMOBOTIXの伝統
である分散型システムで使用できます。 
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2. MOBOTIX M73 ハイパフォーマンス IoTカメラ 

3種のモジュールを搭載可能な新しいM73。M73は、MOBOTIXが作り上げた中で最上で最も革新的なIoTビデオシステムで
す。伝統を継承。未だに完全に新しくユニーク。M73は、そのパワフルなクワッドプロセッサー(現行のM16の2.2倍以上
のパワーと4倍以上のRAM)により、非常にコンパクトで、フレキシブルで、非常にパワフルです。ハイパフォーマンスIoT

カメラは、最初の段階では、3種のセンサーまたは拡張モジュール(最大2種の光学画像センサー)のためのスペースを提供
します。 - 既存のM16とS16のモジュールと同じ外形ですが、M73とは互換性がありません。MxManagementCenter バー
ジョン2.2以降は、無償のVMSとして利用可能です。 

製品詳細と特別な優位性 
MOBOTIX M73は、分散型であり、サイバーセーフで、最新世代のモジュラー式IoTビデオ監視システムです。新しい
MOBOTIX 7システムプラットフォームをベースとして、M73のオーナーは、カメラのファームウェアにすでに統合されて
いる多くのAIベースのアプリケーションにより利益を得られます。それは、各々利用可能となり、要求どおりに使用可能
です。M73はまた、4K画像センサーモジュール(デイ、ナイト、赤外線カットフィルター付きデイナイト)を組み合わせる
ことができます。M73は、ハードウェアとソフトウェアに関して最高の堅牢性で設計されており、いかなる追加のアクセ
サリー無しで、耐候性のカメラハウジング(IP66、IK07、全ての天候条件においても利用可能)を持っています。1つまたは
2つの光学センサーモジュールが1つのM73で利用可能です。 

120dBトリプルシャッター ワイドダイナミックレンジ機能に加え、MOBOTIX M73 IoTカメラは、低照度環境下でも、また
は赤外線投光器の使用によって高解像度の白黒画像を供給できる自動制御の赤外線カットフィルター付高解像カラー画
像センサーモジュールを提供します。最大の視感効率と暗視のために、追加の赤外線スポットライトの有無にかかわら
ず、特に屋外では、MOBOTIXは赤外線フィルター無しの4K UHD解像度の白黒センサーの使用をお勧めします。 
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分離したデイセンサーとナイトセンサーモジュールを自動で切り替えるデイナイトを搭載したM73は、全ての条件下で最
適な画質が求められる場合の一番の選択です。 

ワイドダイナミックレンジの動作: 
この機能により、M73はバックラ
イトまたは非常に困難な露光条件
の際でも使用が可能になります。
可能な限り短時間で異なる露光時
間の3つの画像を撮影し1つの画像
として表示することを目的として
います。これは非常に暗いエリア
を明るくしたり、明るいエリアを
暗くします。その結果、全ての照
度範囲において詳細な部分も素晴
らしく鮮やかな画像となります。 

 

もちろん、M73は、MOBOTIXが期待を寄せる高度なサイバーセキュリティスタンダードを満たして
います。使用されているカメラのファームウェアは、MOBOTIXが開発しており、Mx6シリーズの
ファームウェアをベースにしています。これは、独立した侵入テストにより、セキュリティのため
に最適化されてきているものです。同様に、M73で利用可能で、ファームウェアに統合されている
MOBOTIXのアプリケーションのテクノロジーパートナー(A.I Tech、Visage Technologies)のAIやディー
プラーニングのアプリケーションはテストされ、サイバーセキュリティに関するMOBOTIXによる認
定を受けています。 

2つのカラーバリエーション(壁付けマウントとカメラのフロントパネル上で白またはグレーのアクセント)で採用されて
いるモジュールデザインにより、M73は、以前からの他のMOBOTIXカメラよりも多様でフレキシブルです。その他の優位
性としては、壁付と支柱付けのマウントが時間を短縮しコストを抑えるということです。新しい簡単プラグクイック留
具により、アルミニウムの壁付けブラケットを付けたM73は、事前に組み立てられているマウントプレートに取り付けら
れた拡張ボックスのコネクターに容易に取り付けられます。それは耐候性がありネットワークに接続されており、2つの
ネジでしっかりと締められています。M73は、ネットワークケーブル経由で直接電源を取り、IEEE802.3at PoE+/High 

Power POE スタンダードに適応して供給される必要があります。 
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分散型エッジカメラとして、M73は実質的に価値の有るシステムの優位性を提案します。: 中央にサーバーを必要とせ
ず、業界スタンダードの統合フラッシュメモリーカード(標準で8GBカード)により、中央に録画のためのデバイスは必要
ありません。これにより、純粋なMOBOTIXソリューションは容易に拡張でき、ビデオシステム全体の設置やメンテナン
スの際の時間と労力を節約できます。サイバーセキュリティ、信頼性と長寿命、追加のハードウェアの必要性を低減す
るために設計されたドイツ製の素晴らしい品質(MTBF 80,000時間)により、不具合の主な原因、全体的な投資、またはメ
ンテナンスコストが大幅に削減されます。 

加えて、M73は、H.264、H.265、MxPEG+、MJPEGのコーデック、トリプルストリーミング、
ONVIF Profile SとTをサポートすることで多くのフレキシビリティを提供します。ONVIF 

Profile SとT、H.265は、現在リリースされている全てのM73カメラ用の無料ファームウェア
アップデートの後、2020年Q2に利用可能となります。 

MOBOTIX M73 - セキュリティ業界には無いような、傑出したトータルパッケージ: 

・　最大3種類のセンサーまたは拡張モジュールのフレキシブルな組み合わせで、モジュール性が高まる 
・　最もフレキシブルなコーデックサポートを備えたプラットフォーム  
・　サードパーティーのVMSにシンプルに統合可能なONVIF準拠 
・　MOBOTIX 7、MOBOTIX Appにより非常にフレキシブルで、無限の可能性 ! 
・　最高レベルのサイバーセキュリティと高い堅牢性 !
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概要: MOBOTIX M73の最重要テクニカルデータ 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M73: 寸法 mm 

左から右: 画像センサーモジュール、赤外線投光器モジュール、オーディオモジュール、ポールマウント 
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3. MOBOTIX 7 システムプラットフォーム用にカメラに統合されたアプリケーション 
MOBOTIX 7 システム プラットフォームのオープン性は、最大の個性を提供します。結合性と拡張性
により、ユーザーはビデオシステムで要件を満たさなければならない場合には、アプリケーション
を使用できます。多種の認定アプリケーションはMOBOTIX M73カメラにプリインストールされてお
り、30日間無料で試用できます。MOBOTIX自身やA.I.TechやVisage Technologiesのような著名なアプリ
ケーションパートナーが開発した全ての認定アプリケーションは、MOBOTIXによって全て検証され
認定されています。また、それらは高度なサイバーセキュリティの要件も満たしています。アプリ
ケーションの選択肢は着実に増えていくでしょう。認定アプリケーションのためのライセンスはMOBOTIXの代理店から
直接取得することができます。 

アプリケーションの設定と運用は、ブラウザー上でM73のカメラファームウェア経由で可能です。 

MxAnalyticsとMxActivitySensorは、ライセンス無しで永続的に使用可能です。アクティベートの必要はありません。 
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各マーケットにおいて、アプリケーションは効果的にご使用いただけます。(例): 

M73用MOBOTIXアプリケーションのスペシャルアプリケーションパッケージ(バンドル):  
個々のアプリケーションは、多くの産業の特定の要求に答えるために開発されたました。全てのアプリケーションは、
個別または併せてご注文、ご利用いただけます。特定の要求のためにアプリケーションパッケージ(バンドル)を用意して
います。アプリケーションバンドルは、1台のカメラで並行して運用可能であることは保証されています。その他のアプ
リケーションのコンビネーションのためには、事前にチェックをする必要があります。 
注意: バンドルご注文の際は、個々に注文するより価格面において優位性があります。 
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アプリケーションとバンドルを購入してアクティベート - 簡単: 
多くのアプリケーションのライセンスまたはアクティベーションIDは、MOBOTIXカメラのアプリケーションとして
MOBOTIXの代理店から購入できます。MOBOTIXアプリケーションのライセンスは、K.J.フェローの代理店にMOBOTIXオン
ラインポータルからEメールで直接送られます。アプリケーションのアクティベーションは、無償のビデオマネジメント
ソフトウェアであるMxManagementCenter(バージョン2.2以降)で行うことができます。パートナーまたはエンドユーザー
は、アプリケーションのライセンスが無期限の場合に、そのライセンスをストックしておくことができます。これは全
てのA.I. Techのアプリケーションとリストに有るバンドルに適用されますが、Visage Technologies Face Recognitionアプリ
ケーションには適用されません。こちらは12または24ヶ月間となります。 
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MOBOTIXカスタムアプリケーション - 自身のアプリケーションで始めましょう: 
MOBOTIX 7プラットフォームで、パートナーやユーザーは、MOBOTIX ソフトウェア開発キット(SDK)をもとに自身のソ
リューションを開発、プログラムして、特別な要求に対してのカスタムのアプリケーションとしてご利用いただけます。
MOBOTIXによって認定された自身のカスタムアプリケーション(認定は有料)があれば、それを世界中のMOBOTIXコミュニ
ティに認定アプリケーションとして提供することも可能です。魅力的なアプリケーションで、開発者は、付加的な収入
を得ることができます。自身のビジョンを現実に変えましょう。画像解析のアイデアのために、MOBOTIX 7プラット
フォームのインフラを利用しましょう。 

* MOBOTIX認定アプリケーション専用 
**今後のソフトウェア拡張で可能なMOBOTIX認定アプリケーションの場合のみ 
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4.MxManagementCenter(MxMC)バージョン2.2  

MxManagementCenter(MxMC)は、WindowsとmacOS用の、パワフルで直感的なMOBOTIXのビデオマネジメントシステムで
す。標準の装備は、毎回の新しいリリースバージョンで更に拡張されていますが、既に最上位の装備を持っている
MxMC(基本バージョン)は、完全に無償で提供されます。最新バージョンのMxMC 2.2は、価値のある新しい機能を提供
し、無償でダウンロード可能です。MxMC 1.7以降でアクティベートされている全てのライセンスは、MxMC 2.2にアップグ
レード時に、自動的に移行されます。 

MxMC 2.2の最重要新機能: 
・　MOBOTIX 7 プラットフォームと4K画像表示を含むM73のサポート/統合 
・　1台のM73の全てのMOBOTIX認定アプリケーションのためのライセンス管理 (アプリケーションのライセンスをアク 
　　ティベーションするために、M73はMxMC2.2に統合されている必要があります。)  
・　先進のコンフィグライセンス、無償 - M73とVisage Technologies Face Recognition(顔認証)アプリケーションのコンフィ  
　　グ含む 
・　Hemispheric(半球)ビデオシーケンスのエクスポートとその後の画像補正 (標準画像と共にポスト補正した画像または 
　　パノラマ画像) 
・　ダイレクトSD/USB/SSDアクセス: MxMC2.2がインストールされているコンピュータで、MOBOTIX IoTカメラの内部スト 
　　レージメディアを読み込む ー 理想的には、例えば、ネットワーク接続環境が無い遠隔カメラなどで、カメラを取り 
　　外すことなく録画メディアを読み込むことができる 
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MOBOTIX IoTカメラの設定: アドバンス設定ライセンスが無償に！  
MxMCに統合されている設定ソリューションの大きな優位性は、全体のカメラグループの設定を
確認、変更するためにブラウザーで各々のカメラを開く必要がなくなるということです。設定
ビューで設定可能です。例えば、同時に最大80台のカメラのグループのアーミングを使用可にす
ることができます。あるいは、日常の保守及びコントロール作業中にマイクのオン/オフのよう

なデータ保護に関連するカメラ設定のステータスを確認し、必要に応じて直接調整できます。アドバンス設定により、
ファームウェアで可能な全てのカメラ設定の4分の3が、MxMCで直接設定することができます。システムのサイズによっ
て、数時間の作業が節約できます！ 

MxMC2.2の設定ビューは、MOBOTIX 7プラットフォームのカメラ、Mx6プラットフォーム(x16/x26)と、P3プラットフォーム
(x14/x15とx24/x25)で、無償の最新ファームウェアバージョンで利用可能です。MxMCに統合されているONVIF-Sカメラ
(MOBOTIX MOVEまたはサードパーティーカメラ)は、MxMCでは設定ができません。 

アクティベートされたアドバンス設定ライセンスと対応
する管理者権限を持つことで、ユーザーはMxMC2.2の設
定ビューで、MOBOTIX認定アプリケーションである
Visage Technologies Face Recognitionの設定が可能になり
ます。これにより、顔のデータ(ホワイトリスト、ブラッ
クリスト) - 暗号化されたフォームでカメラに保存されて
いる - と同様に個々のアプリケーション設定を、1台の
M73から、アクティベートされた顔認証アプリケーショ
ンを持つ何台ものM73に、数秒で伝送できます。 

左下のビュー選択でMxMC設定ビューにアクセスできま
す。そうすると、基本設定(常に利用可)と、グレーのタイルに保存されているアドバンス設定にアクセスできます。ブラ
ウザーとカメラファームウェア経由でのみアクセス可能です。 

MxMCライセンスのアクティベート(MOBOTIXから無償で提供されるアドバンス設定ライセンスに適用)   
MxManagementCenter用のライセンスとアクティベーションIDは、MOBOTIXの代理店から購入可能です。MOBOTIX MxMCラ
イセンスは、K.J.フェローの代理店にMOBOTIXオンラインポータルからEメールで直接送られます。 
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お問い合わせ先：MOBOTIX JAPAN（モボティックス　ジャパン） 
e-mail：cam-sales@mobotix.jp 
www.mobotix-japan.net 

MOBOTIX AGについて： 

MOBOTIX AGは、1999年にドイツ・カイザースラウテルンで、Dr.Ralf Hinkelにより創業された、ネットワークカメラ・シス
テム開発製造会社です。全てのMOBOTIXネットワークカメラは、ドイツ本社工場で製造されています。 
www.mobotix.com 

MOBOTIX JAPANについて： 

MOBOTIX JAPANは、MOBOTIX AGの日本パートナーである株式会社K.J.フェローにより運営されています。 
MOBOTIX JAPANは、MOBOTIXの日本総輸入販売代理店です。 
www.mobotix-japan.net 

K.J.フェローについて： 

株式会社K.J.フェローは、2003年10月に創業。ネットワークカメラ、セキュリティ関連の海外製品の輸入販売、コンサル
ティング専門のIT＆セキュリティ技術商社です。MOBOTIX JAPANを運営し、日本市場開拓を担っています。 
www.kjfellow.com


